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旭川医科大学復職・子育て・介護支援センター・菅

野恭子副センター長から「子育てとの両立」、小職か

ら「医師会事業」について講演した後、意見交換を

行った。出席者はWeb出席者を含めて51名であった。

３．第160回日本医師会臨時代議員会［10月４日（土） 

・Web］について（鈴木副会長ほか）

釜萢敏・参議院議員の日本医師会副会長の辞任お

よび福田稠・日本医師会理事の辞任に伴う補選のた

め開催された。松本会長の挨拶後、第１号議案「日

本医師会副会長補欠選任・選定の件」が上程され、

福田稠候補（熊本県医師会長）が選任・選定された。

続いて第２号議案「日本医師会理事選任の件」が上

程され、蓮澤浩明候補（福岡県医師会長）が理事に

選任された。いずれも定数どおりの立候補者のた

め、Web形式で実施された。

４．第105回北海道医学大会総会･令和７年度北海道

医師会賞贈呈式［10月４日（土）］について

� （村上常任理事）

西川祐司会頭（旭川医科大学学長）のもと、贈呈

式では北海道医師会賞ならびに北海道知事賞として

６名が受賞された。その後、各科トピックス４題の

講演が行われ、続いて、独立行政法人国立高等専門

学校機構旭川工業高等専門学校・矢久保考介校長よ

り「複雑系の科学」をテーマに講演が行われた。参

加者は82名であった。

５．自由民主党北海道支部連合会「団体政策懇談会」

［10月７日（火）］について（荒木常任理事）

松家会長ほか８名の役員が出席し、自由民主党北

海道支部連合会に対して11項目の医療政策について

要望した。11項目のうち、医療機関の経営逼迫とそ

の支援、医療DXの推進、メディカルウイング運航

事業への支援が特に重要な要望事項であることを小

職から説明し、意見交換を行った。議員からは医療

DX推進のための専門家の配置やメディカルウイン

グの丘珠空港常駐にかかる費用等に関する質問が

あった。

６．外部各委員会報告

⑴　第２回受動喫煙防止対策専門部会［９月22日

（月）・Web］について（青木常任理事）

　令和２年３月に「北海道受動喫煙防止条例」

が制定され、条例の附則に施行後５年ごとに社

会経済情勢の変化等を踏まえ、必要な措置を講

ずることとされていることから、意見交換を

行った。意見交換の結果、現時点での見直しは

行わず、国の方針を見極め、必要に応じて改定

していくこととした。

７．中央情勢報告

第８回日本医師会医療政策会議［11月６日（木）］

の議題「診療報酬改定にあたり日本医師会が主

張すべき提言」について（荒木常任理事）

第８回日本医師会医療政策会議の議題に対して意

見交換を行った。公費負担の見直しや消費税財源の

第15回常任理事会第15回常任理事会

日　時　　令和７年10月７日（火）18：00～18：39

場　所　　北海道医師会館・９階理事会室

出席者　　松家会長、藤原・佐古・鈴木各副会長、

水谷・山科・伊藤・青木・荒木・髙橋・

寺本・白崎・村上・末岡各常任理事、

梶・阿久津・松岡各監事

（Web参加者）菅田常任理事

� （事務局：三瓶事務局長ほか14名）

協議事項

第１号　日本医師会生涯教育講座の認定に関する件

� （髙橋常任理事）

申請のあった日医生涯教育講座６件を承認するこ

とと決定。

第２号　第５回理事会［10月11日（土）・Web併用］

の議案に関する件（菅田常任理事）

提出議案について決定。

報告事項

１．医師の勤務環境の整備に関する病院長、病院開

設者・管理者等への講習会［９月27日（土）］に

ついて（寺本常任理事）

北海道医療勤務環境改善支援センター医業経営・

医療労務管理アドバイザー・藤田晃氏から「医療機

関におけるカスハラの現状と対応」と題した講演の

後、シンポジウム「カスハラを防ぐための組織対応」

があり、KKR札幌医療センター ・加藤正仁先生の

ほか、訪問看護ステーション、北海道の立場からの

話題提供と意見交換を行った。出席者はWeb出席

者を含め99名であった。

２．医学生・若手医師キャリアデザインセミナー

［10月３日（金）］について（寺本常任理事）

当会勤務医部会若手医師専門委員会の企画・運営

により医学生や若手医師向けのセミナーを札幌医科

大学記念ホールでWeb併用開催した。札幌医科大

学医学部社会医学講座公衆衛生学分野 ・小山雅之

講師から「医療DXの最前線」、北海道大学大学院医

学研究院医療政策評価学・阿部計大講師から「武見

国際保健プログラムでのハーバード大学への留学」、

北海道医師会館９階理事会室
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再考、医療DX推進に伴う人員配置基準の見直しな

どの意見が出された。

第５回理事会第５回理事会

日　時　　令和７年10月11日（土）16：00～17：12

場　所　　北海道医師会館・９階理事会室

出席者　　松家会長、藤原・佐古・鈴木各副会長、

水谷・伊藤・青木・荒木・長谷部・髙橋 

・寺本・白崎・村上・末岡各常任理事、

坂本・吉田・稲葉各理事、梶・松岡両監

事、中川顧問、大原議長、滝山副議長、

笹本参与

（Web参加者）山科・菅田両常任理事、 

小西（宏）・大本・小西（勝）・柴田・西條 

各理事、阿久津監事、深澤参与

� （事務局：三瓶事務局長ほか15名）

１．開　　会

２．会長挨拶

３．報告事項

⑴　第160回日本医師会臨時代議員会［10月４日

（土）・Web］について（鈴木副会長ほか）

　釜萢敏・参議院議員の日本医師会副会長の辞

任および福田稠・日本医師会理事の辞任に伴う

補選のため開催された。松本会長の挨拶後、第

１号議案「日本医師会副会長補欠選任・選定の

件」が上程され、福田稠候補（熊本県医師会長）

が選任・選定された。続いて第２号議案「日本

医師会理事選任の件」が上程され、蓮澤浩明候

補（福岡県医師会長）が理事に選任された。い

ずれも定数どおりの立候補者のため、Web形

式で実施された。

⑵　日医理事会報告（松家会長）

　９月の理事会は、日本医師会医学賞・医学研

究奨励賞選考の件等の協議後、中医協、社会保

障審議会介護保険部会介護分野の文書に係る負

担軽減に関する専門委員会、第４回地域医療構

想及び医療計画等に関する検討会の件等の報告

があった。理事会の詳細については日医ニュー

ス等を参照されたい。

⑶　日医各委員会報告

１）社会保険診療報酬検討委員会［７月23日

（水）・９月10日（水）・Web］について

� （伊藤常任理事）

　会長諮問の令和６年度診療報酬改定の評価

については、想定していた以上に厳しい改定

ではあったが、ベースアップ評価料が設けら

れたことについては一定の評価をした上で、

当初の想像をはるかに超えた物価・賃金の上

昇により病院・診療所ともに厳しい経営状況

に追い込まれているとした。続いて、次期診

療報酬改定に対する要望書の取りまとめを行

い、最重点要望項目として、改定財源の確保、

初再診料や入院基本料の引き上げなど14項目

を挙げ、各項目に関する具体的な算定要件や

点数の見直し案などを提示した。

２）母子保健検討委員会第２回産後ケアWG 

［８月27日（水）・Web］について�（寺本常任理事）

　会長諮問に対する答申に盛り込むべき内容

について議論した。本WGでは「妊産婦の心と

体の健康」をテーマに、妊産婦健診から産後

ケアの支援について取りまとめることとした。

３）男女共同参画委員会［８月29日（金）・Web］ 

について（寺本常任理事）

　今年度、本委員会が実施した「男女共同参

画に関する男性医師の意識調査」については、

平成26年に実施した同調査と比較形式で報告

が行われた。その中の自由記載欄の内容に関

して、前回調査では育児体験や家庭への参画

に関する記述が多く見られたが、今回は公平

性の捉え方や人員不足など、医療現場におけ

る構造的課題を指摘する意見が多く寄せられ

た。続いて、会長諮問に対する答申について、

活発な意見交換を行った。

４）地域医療対策委員会［９月３日（水）・Web 

併用］について（青木常任理事）

　会長諮問に対する答申を取りまとめるた

め、大都市型、地方都市型、過疎地域型の

３つのWGを設置し検討を進め、報告書を提

出することとなった。WGの議論を踏まえ、

今回は大都市型WGから報告書の概要につい

て、地方都市型WGからは報告書案の目次に

ついて説明があった後、意見交換を行った。

５）全国医師マッチング支援委員会（プロジェ

クト）［９月４日（木）・Web］について

� （長谷部常任理事）

　医師偏在是正に向けた全国広域マッチング

事業説明会等の報告の後、日医ドクターバン

クの広報戦略について検討した。周知・宣伝

方法として「キャンディ拡大連鎖スキーム」

を用いて登録内容の充実を図り、「求職・求

人はまず日医へ」というイメージの定着を目

指す。日医ドクターバンクの強みは、医師に

とって信頼性が高く、医療機関は無償で利用

できる点であり、両者を結ぶ強力なネット

ワークの構築を進め、これらを前面に打ち出

した広報戦略を展開していくことを確認し

た。なお、当委員会は予定していた期間を延

長し、今後も具体的な検討を継続していくこ

ととなった。

６）医療政策会議［９月５日（金）・Web併用］

について（松家会長）

　「物価・賃金高騰時における補助金を含め
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た診療報酬改定のあり方」をテーマに、京都

府医師会会長・松井道宣委員から次期診療報

酬改定への対応や少子高齢化などによる社会

的構造の変化への対応策などについて、愛媛

県医師会会長・村上博委員からは日本の医療

の課題や愛媛県内における医療機関への支援

の取組状況などについて説明があった後、意

見交換を行った。

７）学校保健委員会［９月10日（水）］について

� （荒木常任理事）

　中央情勢報告として、文部科学省に設置さ

れた「学校における持続可能な保健管理の在

り方に関する調査検討会」について、設立の

趣旨や目的、検討事項等の説明後、学校健診

WGとメンタルヘルスWGでの検討内容につ

いての報告があった。

８）診療所における新興感染症対策研修検討委

員会［９月10日（水）・Web］について

� （髙橋常任理事）

　本委員会は、診療所における新興感染症へ

の対応力を高めるための研修の企画・実施方

法を検討している。今回は、本年10月13日に

開催する「診療所を対象とした新興感染症対

策リーダー研修」当日のスケジュールや演習

の進行等について検討・確認した。また、公

開中の事前ｅラーニングでのコンテンツにつ

いて、各委員より報告があった。

９）有床診療所委員会［９月18日（木）・Web］

について（鈴木副会長）

　日医・松岡常任理事より、医療提供体制の

現状と目指すべき方向性や新たな地域医療構

想の概要に対する日本医師会の基本的な考え

方を示し、日本医師会として回復期機能から

包括期機能へ定義の変更を提案している等の

説明があった。

10）健康食品安全対策委員会［９月25日（木）・

Web］について（滝山副議長）

　厚生労働省より、紅麹関連製品による健康

被害を踏まえた食品衛生法上の対応について

情報提供があった後、日本医師会および東京

都健康安全研究センターで作成されている健

康食品に関する各種啓発資料について協議し

た。

11）病院委員会［10月１日（水）・Web］につ

いて（佐古副会長）

　新たな地域医療構想のキーワードを「均て

ん化と集約化」として、区域で提供すること

を検討すべき医療、人口規模を踏まえた医療

機関機能の考え方および会長諮問について意

見交換を行った。

12）産業保健委員会［10月９日（木）・Web］に

ついて（村上常任理事）

　厚生労働省より中央情勢報告および治療と

仕事の両立支援に係る指針策定について解説

後、日本医師会より「１社目の壁に関する研

修」のスキーム案と非会員の産業医に関する

課題や組織力強化について説明があり、意見

交換を行った。

４．承認事項

⑴　｢職員就業規則｣および｢職員育児・介護休業

等規程｣の一部改正について�（長谷部常任理事）

　育児・介護休業法の改正・施行に伴い、当会

職員就業規則および職員育児・介護休業等規程

の一部を改正、本年10月１日より施行すること

を承認決定。

⑵　外部各委員会等委員の推薦について

� （長谷部常任理事）

　LTC（生命を脅かす病気）等のこどもの支

援に係る協議会に末岡常任理事を推薦すること

を承認決定。

５．協議事項

第１号　令和７年度北海道医師会表彰に関する件

� （目黒常任理事）

当会表彰規程に基づく70歳以上で会員期間20年以

上の会員208名、当会役員・代議員３名、Ａ会員の

病院・診療所・老人保健施設従業員455名、国公立

等医療施設従業員103名、医師会職員８名の合計777

名を表彰選考委員会での選考結果により被表彰者と

決定。

第２号　理事提案事項

特になし。

第３号　その他

特になし。

６．道総医協関連事項（藤原副会長）

令和７年度第４回理事会（令和７年８月23日）報

告以降に開催された会議について報告した。

閉　　会

第16回常任理事会第16回常任理事会

日　時　　令和７年10月28日（火）18：40～19：55

場　所　　北海道医師会館・９階理事会室

出席者　　松家会長、佐古・鈴木両副会長、目黒・

橋本・水谷・山科・伊藤・青木・荒木・

長谷部・髙橋・寺本・村上・末岡各常任

理事、阿久津・松岡両監事

（Web参加者）菅田常任理事、梶監事

� （事務局：三瓶事務局長ほか14名）

協議事項

第１号　母体保護法指定医師の指定および更新に関

する件（目黒常任理事）

新規申請者４名を指定医師とすることと決定。ま

た、10月末日をもって指定期間満了となる対象者
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243名のうち９名の指定辞退、３名の更新保留を除

いた231名を審議した結果、再指定することと決定。

第２号　母体保護法指定医師研修機関の更新に関す

る件（目黒常任理事）

現指定医師研修機関のうち指定要件を満たした40

件を次期研修機関として指定することとし、指定資

格者数が未充足の１件は、新規申請承認まで更新保

留することと決定。

第３号　日本医師会認定産業医の認定申請に関する

件（村上常任理事）

認定要件を満たした新規申請者12名と更新申請者

109名を承認し、日医へ申請することと決定。

第４号　日本医師会認定健康スポーツ医の認定申請

に関する件（末岡常任理事）

認定要件を満たした新規申請者１名と更新申請者

８名を承認し、日医へ申請することと決定。

第５号　日本医師会生涯教育講座の認定に関する件

� （髙橋常任理事）

申請のあった日医生涯教育講座12件を承認するこ

とと決定。

第６号　第２回郡市医師会長協議会［11月９日（日）・

Web併用］の議題に関する件（目黒常任理事）

提出議題について決定。

第７号　その他

⑴　11・12月行事予定に関する件（事務局）

報告事項

１．報道機関各社との勉強会［10月６日（月）］に

ついて（橋本常任理事）

報道機関各社と意見・情報交換を通じて、医療へ

の見識や医師会への理解を深めることを目的に開催

した。報道機関各社からの出席者は６社12名で、当

会より医療機関の経営状況について話題提供し、意

見交換を行った。

２．都道府県医師会組織強化担当役職員連絡協議会

［10月８日（水）・Web開催］について

� （目黒常任理事）

日医・城守常任理事から「継続的な組織強化に向

けて」、日医・笹本常任理事から「MAMISの活用を

通じた組織強化」についての説明のほか、神奈川・

静岡・宮崎各県医師会よりそれぞれ活動報告があっ

た。協議では会費減免期間終了後も継続して会員と

なってもらうための施策等について意見交換が行わ

れた。

３．地域医療に関わる地域別意見交換会［10月９日

（木）・名寄市］について（青木常任理事）

地域医療に関わる諸問題について各地の状況を把

握するため、松家会長ほか６名の当会役員と上川北

部医師会役員および会員出席のもと開催した。当会

から「かかりつけ医機能報告制度」について話題提

供を行った後、上川北部医師会より「上川北部二次

医療圏における医療提供体制の現状」「上川北部医

療圏における士別市立病院の現状と今後の方向性」

「上川北部での在宅医療の役割」についてそれぞれ

説明があり意見交換を行った。名寄市、士別市なら

びに北海道関係者も傍聴し、出席者は43名であった。

４．HPVワクチン研修会［10月９日（木）］について

� （寺本常任理事）

例年開催している本研修会について、今年度は、

北海道教育委員会主催の「初任段階養護教諭等研修

（３年次）」にて、採用３年目の養護教諭を対象に「ワ

クチンで防ぐことのできる感染症やがん」をテーマ

に講演を行った。参加者は87名であった。引き続き、

道教委と連携のうえ、ワクチンによる感染症やがん

の予防について普及啓発に取り組んでいく。

５．医政講演会［10月12日（日）・Web併用］につ

いて（荒木常任理事）

一橋大学大学院経営管理研究科・荒井耕教授を招

聘し「医療機関の経営改善に向けた経営管理の重要

性」をテーマに講演を行った。参加者からはAIの

正確性やAI問診等のICTシステム導入によるコスト

パフォーマンス等に関する質問があった。参加者は

会場・WEB合わせて50名であった。

６．医療政策等検討委員会［10月12日（日）・Web併用］

について（荒木常任理事）

医政講演会に引き続き、一橋大学大学院経営管理

研究科・荒井耕教授同席のもと開催した。各委員よ

り、医師確保・医師偏在や医療従事者の確保問題、

医療機関の経営逼迫や医療機能分化等地域で抱える

諸課題について報告があり、意見交換を行った。

７．診療所を対象とした新興感染症対策リーダー研

修［10月13日（月・祝）・日医会館］について

� （末岡常任理事）

日本医師会の主催で、各都道府県において新興感

染症対策研修を企画・実施するリーダーの育成を目

的に開催された。ｅラーニングによる「新興感染症

概論」、「PPE着脱・手指衛生・検体採取」等につい

て事前学習があった後、研修当日は、PPE着脱・手

指衛生・検体採取の実技、ゾーニングの講義・机上

演習が行われた。道内では12月から２月にかけて当

会・北海道・札幌医科大学の共催により、全道９か

所で感染症対策研修を開催予定。

８．日医女性医師支援・ドクターバンク連携 北海

道・東北ブロック会議［10月18日（土）・仙台市］

について（寺本常任理事）

今年度は宮城県医師会の担当で開催された。はじ

めに女性医師支援センターから、11月１日付けで同

センターを「ドクターサポートセンター」に、日本

医師会女性医師バンクを「日本医師会ドクターバン

ク」に名称変更し、性別を問わずすべての医師を対

象とした就業支援を展開するとともに、医師不足地

域への医療従事者のマッチング強化に取り組むこと

について説明があり、その後、当該センターの事業

概要および実績等について報告が行われた。続い

て、各道県医師会より、医師バンクおよび女性医師
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支援に関する取組状況の報告があり、活発な意見交

換が行われた。当会からは、医師キャリアサポート

相談窓口における各事業の実績や相談事例ならびに

勤務医や若手医師等を対象とした各種研修会の実施

状況について報告した。次回は、福島県医師会の担

当で開催予定。

９．第２回勤務医部会運営委員会・第３回若手医師

専門委員会［10月19日（日）］について

� （寺本常任理事）

勤務医部会の部会長には小樽市医師会・和田卓郎

部会員を、若手医師専門委員会の委員長には北見医

師会・橋口仁喜委員を、それぞれ引き続き会長指名

したことを小職より報告した後、５月に実施した「地

域医療の現況調査」の集計結果の概要を説明し、当

該調査報告書の執筆者の選定や勤務医部会全体会議

の内容等について協議を行った。

10．北海道地域医療構想調整会議協議会（通算６回）

［10月19日（日）］について（荒木常任理事）

都道府県単位の地域医療構想調整会議協議会とし

て北海道との共催によりWeb併用で開催した。北

海道から新たな地域医療構想に関するとりまとめの

概要、北海道および構想区域別の人口推計の推移、

入院患者数・入院受療率の低下、構想策定の具体的

なスケジュール等について説明があり、９月から新

たに就任した藤森研司氏（北海道国民健康保険団体

連合会／東北大学名誉教授）を含む地域医療アドバ

イザー５名の紹介があった。続いて、地域医療構想

における各区域の取組の成果や課題、今後の対応に

ついて各圏域から報告があった後、意見交換を行っ

た。出席者は各地域医療構想調整会議議長や関係郡

市医師会役員、保健所長等117名であった。

11．第２回都道府県医師会長会議［10月21日（火）・

日医会館］について（松家会長）

「有料職業紹介事業」をテーマに、Ｅグループで

議論した後、同テーマに対する日医への質問の回答

が行われた。本テーマについては直近の日本医師会

代議員会でも多くの質問や要望があり、日本医師会

と四病院団体協議会の懇談会によるワーキンググ

ループを立ち上げるなど、高額手数料への対応等に

ついて協議をしていることや、厚生労働省に不適切

な事例の規制強化や適切な対応を要請し、さらに都

道府県の実態を把握するために職業紹介事業等に関

する現況調査も実施していることが説明された。最

後に、日本医師会から「令和７年診療所の緊急経営

調査」結果について報告があった。

12．第46回産業保健活動推進全国会議［10月23日

（木）・Web併用］について（村上常任理事）

厚生労働省による中央情勢報告の後、山口・高

岡・那覇の地域産業保健センターから、産業保健総

合支援事業に関する活動事例報告があった。また

「高齢労働者の労災対策」をテーマとしたシンポジ

ウムならびに産業医需要供給実態調査事業に関する

報告の後、事前に寄せられた質問について意見交換

が行われた。

13．外部各委員会報告

⑴　第１回道央ドクターヘリ運航調整委員会［９

月30日（火）］について（目黒常任理事）

　委員長に小職、副委員長に札幌医科大学救急

医学講座教授・成松英智委員を選任後、昨年度

運航実績（速報値）および北海道ドクターヘリ

安全管理委員会について報告があった。また、

昨年度の運航実績報告書の作成について協議し

た。

⑵　第２回北海道犯罪被害者等支援施策推進懇談

会［10月７日（火）］について（目黒常任理事）

　令和３年３月に改定され５年を目安に見直し

を実施することとなっている、第４次北海道犯

罪被害者等支援基本計画について、これまでの

犯罪被害者等支援施策の推進状況の点検および

有識者・道民・市町村等から幅広く意見を聴取

し進めることとされており、今後の見直しの進

め方およびスケジュールについて説明があっ

た。犯罪被害者等に対する様々な取り組みがな

されていることを引き続き道民へ広く周知すべ

きであるとの意見があった。

⑶　第１回北海道障がい者施策推進審議会医療的

ケア児支援部会［10月21日（火）］について

� （末岡常任理事）

　地域生活支援体制の検討を行うための基礎資

料とすることを目的に６月に実施した令和７年

度医療的ケア児に関する状況調査の結果の概要

について報告があった後、医療的ケア児を地域

で支援するための協議の場の設置および医療的

ケア児等コーディネーターの配置について協議

した。

⑷　北海道在宅医療推進支援センター第１回運営

協議会［10月22日（水）・Web会議］について

� （伊藤常任理事）

　今年度の実施事業として、在宅医療圏等にお

ける現状・課題分析のため、地域資源の整理や

医療提供状況の分析を行うこと、また、道内の

病院および有床診療所を対象とした在宅医療に

関する調査や地域における退院支援の実態調

査、在宅医療に必要な連携を担う拠点に関する

ヒアリング調査を実施することなどの説明が

あった。あわせて、地域における在宅医療・介

護連携の体制を構築するための各種支援（医療

アドバイザーの派遣、在宅医療に係る先進事例

集の作成、各種研修会の開催等）を行う予定で

あることが示された。

道総医協関連事項（佐古副会長）

１．第４回地域医療専門委員会［10月23日（木）・

Web併用］について（佐古副会長）

診療所承継・開業支援事業費補助金の目的や対象
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地域、補助基準額等について報告があった後、北海

道医療計画（令和６年度～令和11年度）の推進状況

及び評価等、令和６年度北海道地域医療介護総合確

保基金事業（医療分）の事後評価調書について協議

した。

三
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